
評価目標 具体的方策 取組状況 評価 次年度に向けた改善策
（１）職場研修の
実施回数：６回

① 研修会への参加及び開催【継続】
　指導職員の教育能力の向上のため、研修会への参加
や職場研修等を実施する。

・毎月開催している指導職員会議において、各種研修に参加した指
導職員が研修報告を行い、指導職員全員で学生の指導法や日々
の授業の組立て方、最新の農業技術等について研修した。

（１）･･･Ｂ
職場研修の実
施回数：８回

・ 来年度も、指導職員が積極的に研修会に参加し、その内容を指導職員全員に復命
する取組みを引き続き行う。

（２）公開授業の
参加・実施：
各２回

② 公開授業への参加及び開催【継続】
　指導職員が、高等学校等の公開授業に参加して指導
方法等を学ぶとともに、農大内部でも公開授業を行い、
職員間で他学科の講義や実習について相互に学び合
い、教育能力の向上を図る。

・

・

当校職員が新庄神室産業高等学校と新庄養護学校の公開授業に
参加し、授業の進め方、生徒とのコミュニケーション方法等、高等
学校教員等の指導方法を研修した。
校内での公開授業を稲作経営学科と野菜経営学科において実施
し、授業後、授業の組立て方、教材の工夫、学生への接し方等に
ついて議論した。

（２）･･･Ｃ
公開授業の参
加・実施（各２
回）

・ 各指導職員は、高等学校や校内他学科の公開授業で見聞した指導方法等を、自ら
の講義・実習の改善に、引き続き活用していく。

① 各種会議の開催【継続】
　経営会議を毎週開催し、学校運営の基本方針や懸案
事項に対する対応方針を決定し、職員会議や指導職員
会議等において情報共有するとともに、必要に応じて教
授会等で具体的な進め方を検討し、課題等に迅速に対
応する。

・

・

経営会議の開催(毎週)、職員会議・指導職員会議・担任会議の開
催(毎月)、教授会の開催等により、情報共有を図るとともに、必要な
事項を協議した。
必要に応じて臨時経営会議を開催し、対応方針等を協議した。

・ 今後も、課題の内容に応じて各会議を開催し、関係職員で、具体的にかつ効率よく協
議し、対応していく。

② 職員間の情報共有【継続】
　毎日の朝会において、各学科の実習取組状況や学生
の状況等を把握するとともに、農場・施設管理等の部門
毎の運営部会の取り組みを把握し、日常の校務を効率
的かつ確実に実施する。

・入校試験や行事等で朝会が開催できない場合を除き、毎日朝会
を開催して情報の共有を図り、迅速な対応に務めた。また、年間計
画に基づき部門毎の運営部会を開催し、農場や施設、行事の円滑
な運営を図った。

・ 朝会では経営会議等で決まった対応方針等を全職員に伝え、意識の共有化を図るこ
とで、迅速な対応につなげていく。

(１）学校評価：C
以上１００％

① 学校評価の実施【継続】
　本校の運営方針は、本県の重要施策等に沿って進め、
地域農林業を支える担い手の育成を第一義とする教育・
研修に取り組むとともに、毎年度、農林大学校運営評議
委員会の評価に基づき取組内容等の改善を図る。

・

・

５つの運営方針ごとに、評価項目、評価目標等を設定し、学校運
営評議委員に検討していただいた。
専門職大学の設立に関連して、有識者から成る農林大学校の機
能強化プロジェクトを立ち上げた。

（１）･･･Ｃ
学校評価
：Ｂ評価４０％
　Ｃ評価６０％

・

・

次年度以降も、職員会議や学生アンケート等により課題を抽出するとともに学校運営
評議委員会の評価を踏まえて、教育計画の編成等を行っていく。なお、学校評価の
取組みを効果的に進めるため、第１回運営評議委員会を年度当初の５月に開催す
る。
専門職大学の設立に向けて、基本計画の策定を進めることとしており、農林大学校で
も機能強化プロジェクトを立ち上げ、学科構成やカリキュラム等の教育内容や効率的
な学校運営について、抜本的な検討を行う。

（２）学生の満足
度：８０％

② 学生からの評価の実施【継続】
　学生による学習及び生活等の満足度に関するアンケー
トを実施し、これに基づいた改善を実施する。

・

・

全学生を対象として、日頃の学習内容や寮生活、学生会活動、
サークル活動等に関するアンケート調査を１月に実施した。
アンケート調査に基づき、改善が必要な案件については、学生会
役員等との打ち合わせを行い、改善を図った。

（２）･･･Ｂ
学生の満足度：
（「農大に入校
して良かった
か」の設問に対
する学生の回
答で、５段階評
価＊中４以上の
割合）
　８６％

・ 今後とも、学生が充実した農大生活を送れるよう、学生へのアンケート調査と学生会役
員との打合せを実施し、課題の改善を図っていく。

＊；評価基準　５：よく当てはまる、４：当てはまる、３：どちらとも言えない、２：あまり当てはまらない、１：当てはまらない 　

・
・

・

学校関係者評価（意見・要望等）→現在の取組状況・次年度の改善策

・

【評価基準】　Ａ：大きく上回る　　Ｂ：上回る　　C：概ね達成　　Ｄ：やや下回る　　Ｅ：下回る【運営方針５】効率的・効果的な運営

評価項目

〔基本方向〕効率的な情報共有体制の確保と効率的な業務執行体制づくり

（１）各種会議の
実施率：１００％

（１）・・・Ｃ
実施率：1００%

職員の
教育能
力の向
上

1

組織的
な運営
体制の
強化

2

職員の教育能力の向上のため、職場研修を６回以上行うとともに、公開授業を４回行うことができた。
学校運営に必要な事項は、各種会議で効率的に協議して迅速に対応した。また、学生の様子や寮生活の状態等を朝会や担任会議で情報共有し
ながら、学生指導に活かすことができた。
学校評価については、運営評価委員の意見とともに、県の重点施策に沿って効率的な学校運営を実施した。

Ｃ

3 県の重
点施策
等や社
会情勢
に対応し
た学校
運営の
取組み

少子化により農業高校の受験者数自体が減少している中で、小・中学生にも分かり易く丁寧で継続的なPR活動が必要な時期であると考えている。　→　小中
学生の学校見学や職場インターンシップ等を積極的に受け入れ、農林業が小中学生のなりたい職業の一つとなるよう進めていく。
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Ｃ
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